
今月の
お月さま

・満月 : 04 月 02 日
・下弦 : 04 月 10 日
・新月 : 04 月 17 日
・上弦 : 04 月 24 日

福岡ではおおよそ以下の時間に
星図のような星空となります。

上旬 : 21 時半頃
中旬 : 20 時半頃
下旬 : 19 時半頃

今月の
天文現象★ ★

・04月 19 日 : 細い月と金星が接近 
・04 月 23 日 : 4 月こと座流星群が極大 
・04 月 23 日 : 月が木星に接近   
・04 月 24 日 : 月面 Xが見える (20 時 20 分頃 )

見たい方角を下にして星図を持ち
その方角に向かって立ったら
目の上の高さにかざして
見たい星座を探して
みましょう♪

● 星図資料提供  : アストロアーツ

★★
★

★
★ ★星  の  歳  時  記

【 04 月の満月 】 　ピンクムーン    ( 桃色月 )

　新年度が始まり、慌ただしくも希望に満ちた季節がやってきました。新しい生活のリズムにはもう慣れましたか？
糸島の沿岸では、秋の夜に北斗七星が水平線ぎりぎりまで降り、海水をくむように見える姿を「北斗の水汲み」と呼
んで親しんできました。
　それから半年たった春 4月、あの「ひしゃく」は空の一番高いところ、ちょうど私たちの真上にまで昇りつめてい
ます。秋に海からくみ上げたたくさんの願いや潤いを、今度は春の雨のように、地上で芽吹く花々や
新しい生活を始めた私たちの上へと、そっと注いでくれているかのようです。
　派手さのない春の星空ですが、季節の移り変わりを感じながら見上げるだけで、背筋がすっと伸び
るような清々しい気持ちにもなれるはずです。空高くに懸かる大きなひしゃくを探して、春の豊かな
パワーをチャージしてみませんか。



定例観望会開催のお知らせ

( 平日 08:30～17:15) 
糸島市生涯学習課 
092-332-2092

いとゴンマークの
　「天文台号」が
目印ですよ～♪

( 開催日 14:00～22:00) 
星空ナビゲーター携帯
 080-8050-8609

いとしま天文台「ほしぞら通信」　2026 年 04 月号　( 第 118 号 )

編集・発行  :  いとしま星空ナビゲーター

★開催予定日 << 事前予約不要 >>
04月 18日 (土 )・05月 16日 (土 )
  （開始時間  20:00～ ）　  （開始時間 20:00～ ）
★開催場所
　糸島市交流プラザ志摩館駐車場（糸島市志摩初）
※  雨・天候不良時は中止となります。
天候によって開催状況が変わる可能性があります。当日 17時まで
にホームページ・Instagram・Facebook でお知らせしますので、
必ず確認いただき、ご来場をお願いします。

お問い合わせはこちら

　今月、注目したい彗星が訪れます。その天体は「マップス（MAPS）彗星」。
今月4日に太陽に最接近します。この彗星が注目される理由は、その軌道にあり
ます。
　マップス彗星が太陽に最も接近したときの距離は、太陽の表面からわずか20万

「分裂」、「蒸発」して消えてしまう彗星も多い
のです。最新の観測でマップス彗星の本体もかな
り小さいと考えられていますので、消えてしまう
可能性が高いと 思われます。
　もしも、マップス彗星が太陽の熱を耐え抜いた
場合には、太陽への最接近から数日たった頃から
1週間ほどの間、大量に放出されたガスやチリが
彗星本体から大きくたなびき、立派な尾をもった
姿を、夕方の西の空で見せてくれることでしょ
う。
　彗星は予測することが非常に難しい天体です。
2024年に出現した「紫金山・アトラス彗星」の
ような綺麗な姿を見せてくれることを期待したい
ですね。

いとしま天文台 検 索

ホームページ

いとしま天文台

 Facebook Instagram

HP・Instagram・Facebook にて情報を発信をしております。
何かお問い合わせがありましたら Instagram・Facebook の
メッセージ機能より直接お問い合わせください。

 　『  木星 ＝ ゼウス  』
西の空、ふたご座の中に輝いている木星が見

られるのもあと２ヶ月くらい。
木星は中国語で歳星と言われ、12 年で地球の周りを

一周します。お誕生日の星座の位置を一つずつ移動し
ていく感じです。今はふたご座の位置にありますから、
次に見えるときは、かに座のあたりです。
　さてこの木星、英語ではジュピター、
ギリシャ語ではゼウスと呼ばれています。
ゼウスといえば神話の神様で、お話も沢
山ありその中で、ゼウスに関わる人達の
名前が木星の衛星の名前になっています。
　イタリアの天文学者ガリレオが発見し
ガリレオ衛星と名付けられた４つの衛星、
ガニメデは大鷲の姿になったゼウスにさらわれた美少
年、 イオは白い雌牛に変えられた恋人、 エウロパは牡牛
になって近づいた女性、カリストはおおぐまに変えられ
た妖精です。
　もうしばらく楽しめる木星。ぜひ衛星も一緒に楽しん
でください。

前日
まで

当日
のみ

いとしま天文台を運営する『いとしま星空ナビゲーター』は
一緒に活動してくださるメンバーを大募集しております♪
望遠鏡の操作や星空解説ができるようにサポートを
しますので、スタッフとして活動に参加してみたい
なと思われましたら、ぜひ観望会の時にお気軽にお
声がけください d(^_^o)　お待ちしてます♪

春の代表的な星座「おとめ座」が南の空
に昇って、１等星「スピカ」が輝いています。

このスピカから南へ約 40 度の位置に、有名な
星座「南十字座」が輝いているのですが、残念な

がら、糸島では地平線より低い位置となる
ため見ることができません。
　南十字座は全天で一番小さな星座
ですが、十字の４個の星のうち２つ
はミモザとアクルックスという１等
星です。また、近くにはケンタウルス
座の２つの１等星や、「宝石箱」という名前の大変き
れいな星団もあります。様々な天体がある天の川に
おいても、実に華やかな名所中の名所です。
　　　　　　　　　　　　　　この憧れの南十字座
　　　　　　　　　　　　　を眺めるために、いつ
　　　　　　　　　　　　　かは南半球に旅行した
　　　　　　　　　　　　　いなあ・・・、と思っ
　　　　　　　　　　　　　ています。
　　　　　　　　　　　　　　　P.N. はしのたもと

kmほど！このような彗星は、「サン・グレーザー（太陽をかすめて通る者）」と呼ばれます。
 この距離になると、彗星は太陽からの猛烈な熱にあぶられて、その表面から大量のガスやチリが放出さ
れます。しかしながら、この熱に耐えきれずに

ほしぞら
とひっくす★

紫金山アトラス彗星
撮影 : 2024. 10月末
撮影場所 : 糸島

撮影 : M・H ( いとしま星空ナビゲータースタッフ )


